
  

 
スーパーFJ ジャパン・チャレンジ 第 6 回 

富士スーパーFJ 選手権 第５戦 

２０１９年１１月１７日  天候:晴れ  参加７台じ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木下藍斗選手がタイトル争いで小村方喜章選手を一歩リードして臨んだ最終戦。 

今回は「S-FJ ジャパン・チャレンジ」の最終回ということもあって、年間ランキング 2位を狙っ

て女性ドライバーの下野璃央選手がエントリーしてきたが、この週末は全国各地で S-FJ レースが

行われている影響なのか、レギュラー以外のドライバーは、その下野選手だけだったのが少々残

念ではあった。 

だが、下野選手がレースの盛り立て役になったのも間違いない。まず土曜日に行われた練習走行

では、木下選手と小村方選手を抑えてトップタイムを打ち立てていたからだ。最後を勝ってチャ

ンピオンを決めたいと思っていた、ふたりにとって少なからぬプレッシャーになっていたのは間

違いない。 

 

≪予選≫ 

天候には恵まれたものの、注目の予選は朝 8 時からのスタートとあって、冷えた空気がエンジン

を回したものの、冷たい路面がなかなか本領発揮を許ささない。それでも周回を重ねるごと、そ

れぞれタイムを縮めていき、最初に 1分 53 秒台に叩き込んだ木下選手が、終了間際にスリップス

トリームが使えたこともあって、1分 53秒 348 をマークしてトップに躍り出た。ところが、タイ



ミングモニターの下には「走路外走行検証中」という不穏な文字が……。 

結局、タイムは有効とされたものの、木下選手は３グリッド降格のペナルティを受け、1分 53秒

376 を記録していた下野選手がポールポジションを獲得。これに小村方選手と、やはり女性ドライ

バーの村松選手が続くことになった。 

 
「富士のレースは初めてですが、練習には１

回来ています。思ったより木下選手がタイ

ムを出していたので、ちょっと焦っていた

んですけど、最後の周で同じぐらいのタイ

ムを出せたので、行けたかなと思ったんで

すが、電光掲示を見たら2番手だったから、

ちょっと悔しいです。でも、あちらが落ちて

しまったので、ちょっと気分的には楽になり

ましたね」（下野選手） 

 
「こんなに朝早くに走ったことがなかった

ので、路面温度が低くて最初のうちは滑っ

ちゃって。全然攻められずにいたんですが、

タイヤが温まっていって、だんだん攻めら

れるようになったところで、ちょっとコカコ

ーラコーナーで頑張りすぎて、飛び出して

しまいました。最後にスリップストリームが

使えたので、いいタイムが出せたんですけ

ど……決勝はまずスタートで前に出て、着

いていってから逆転します！」（木下選手） 

 
≪決勝レース≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２周で争われる、決勝のスタートは 11 時 10 分。さすがにだいぶ陽が昇ったこともあり、温度も程よい

状況に転じていた。さて、ペナルティを受けていた車両がもう１台。5 番手タイムを記していた野村大

樹が最低地上高違反で全タイム抹消となり、最後尾スタートを強いられていた。 

最も注目すべきは、木下がオープニングラップのうちにどこまで順位を上げられるか？ 前回のダ

ブルヘッダー大会を連勝し、第３戦は逆転勝利だっただけに、大いに期待がかかったもの。 

ところが、オープニングラップの順

位は予選とそのまま。それどころ

か早々に下野が逃げの構えに打っ

て出て、コンマ8秒のリードを奪う。 

２周目の１コーナーでは村松が前に

出るが、これに木下は続くことが

できず。だが村松はマシンを入れ

替え、今回がシェイクダウンという

こともあって、なかなか思うように

ペースを上げられず、３周目のスト

レートで小村方の再逆転を許したばかりか、ヘアピンではついに木下の先行も許してしまう。 

ようやく小村方との直接対決に持ち込

んだ木下は、硬いガードに阻まれなが

らも、７周目の１コーナーでようやく 2

番手に浮上。だが、その時すでに下野

は 6 秒以上先方を走っており、なんと

か後続を引き離した木下だったが、そ

の後もさらに差を広げられてしまう。 

一方、3 番手争いは最後まで激しく繰

り広げられ、最終ラップの１コーナーで

一旦は村松が前に出たが、ヘアピンで

再逆転を許してしまう。 

その結果、チャンピオンは木下が獲得したが、小村方も維持の表彰台に上がることとなった。 

 

女性ドライバーが年間２勝を、しかも異なるサーキットで挙げたのはスーパーFJ の先駆者、2010 年の

神子島みか以来だ。また、下野はこの勝利によって S-FJ ジャパン・チャレンジで、チームメイトである

荒川麟に次ぐランキング 2位も獲得した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「チームから何秒離してこいとかは言われませんでしたが、ずっとプッシュして走っていました。それ

で勢い余って何回かコースをはみ出して、タワーに呼ばれたりもしたんですが（笑）。11 秒も離せて、す

ごく満足です。オートポリスで勝った時は4秒とか5秒だったので、その時の倍以上も離せて良かった

です。ジャパン・チャレンジでも（荒川と）ワンツーですし。あとは日本一決定戦！ 目標はトップ 10 で

す。いや、表彰台を目指します！」（下野選手） 

 

「下野選手は速かったですね。オープニングの数周でペースを上げられなくて、そこで詰まっちゃった

のが、あれだけ離してしまった理由だと思います。まだ車幅の感覚が、去年まで乗っていたカートより

スーパーFJ は大きいので、そこがまだまだ……。なので、チャンピオンという実感はあんまりないで

すけど、応援してくれる家族やチームのためには良かったと思います」（木下選手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


